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声季●   
せの甲て1T（情報技術）へ甲懐疑論が広が  

っていますこ未来学者のアルピン・トフラー  

す。確かに一時の打ブ」ムは異常でしたが、   

だからと．いってブーみの崩壊を「前から分か   

っていた」Lいうの古事どうでし．－ちか  
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氏は最近、米国で「私はそういった」と  
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ではありません。代表格はMIT（マサチュー   

セッツ工科大学）のレスクー・サロー教授で、  

IT投資が生産性上昇につながった証拠はな   

いとし、「ITのパラドックス（逆説）」と呼び   

ました（その後、見解を修正しましたが…）。  

「ニューエコノミー論」の信用失墜で、IT懐  

疑論は再び勢いづいています。   

しかし、学問上の論争はともかく、ITの発   

展が産業、社会に大きな影響を与えた事実ま   

では否定できません。色々な変化が起こりま   

したが、企業経営にとって、最大のポイント   

は競争条件を根本から変えたことにあります。   

1990年代の米国はなぜ復権を遂げたか。最   

大の理由は、やはりITという新技術で完全に   

覇権を握ったことにあると思います。ITに   

は、工業製品と比べて際立った特徴がありま   

す。覇権を握った者が断然、優位に立ち、勝   

者に富が集中する、「ウイナーズ・チーク・オ  

・
「
 
 言葉が流行していると米ウォール・ストリーき・；  

ト・ジャーナル紙に皮肉交じりに書いていま＼二だ  
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出身地 鹿児島県 年齢 朗頗  
笛日数年 琴稲田大学数浪学鵬済学科琴   

拘年  日本経済新間社入社  

縫雛鳥証券部、裾点支局、産業押  

（主に電嵐為億を担当）   

弱年 米州賂局にユーヨーク）己竜   

田年  兼房産蝶部次長   

朗年  繁栄産業郎欄巣委員   
缶年 米州鯛（ニューヨーク）縄巣委れ   

97年  ロサンゼルス支局長   

沸年 素家慶票部綴羨寮最  
期他年9月 B鯉ビジネス編集長代理   

撃葉鱒笥周 圃帝襲桑  
；－ル・（＝勝者総取り）経済」と呼ばれる構造  
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です。企業はもちろん、国家単位でもいわゆ二二  

る「独り勝ち」現象が起きました。  

ITは経済のグローバル化と結び付き、威力  

を倍化しました。その象徴は1997年のアジア  

危機です。ゼネラル・エレクトリック（GE）  

会長のジャック・ウェルチ氏はその年の末、  

「過剰供給の時代の到来」を宣言し、企業の競  

争条件は激変すると訴えました。僕給過剰で、  

デフレが慢性イヒ世界中に調達のネットワー  

クを広げた企業が優位に立つ。そんな認識の  

下、GEは、必要な部品を必要な量だけ調達す  

るサプライ・チェーン・マネジメント（SCM）  

を一気く‾こ軍 人したのです。  

GE会長ジャック・ウェルチ氏 撮影／清水盟貴   

回収に追い込まれました。昨年の雪印乳業の  

食中毒事件を見ても、一昔前ならあれほどの  

騒ぎになったでしょうか。ネットは会社を丸  

裸にし、マイナス情報が世界に伝播します。  姦し7こ腰転ニ  

彗；l一 ・転】   
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日本の戦後システムは、欧米の背中を追う  

キャッチアップ型でした。「二番手商法」はか  

っては効率的で、しかもリスクが小さかった  

わけですが、トップランナーが果実を総取り  

する時代には破綻します。しかも、グローバ  

ル経済の下で、系列に代表される「閉じたシ  

ステム」が一気に競争力を失いました。日本  

のつらさはそこにあるわけです。   

競争ルールの変更は、リスクの質をも変え  

ました。判断の先送りや、決断しても行動に  

移さない。それは過去には「安全策」だった  

かもしれませんが、今は勝者に独走する時間  

的猶予を与え、企業経営にとってリスクにな  

ります。ソフト会社、オラクルの創業者ラリ  

ー・エリソン氏は「情事酎ヒ社会では、企業経  

営にとって、変わるリスクより、変わらない  

リスクのほうが大きい」と発言しています。   

さらに厄介なのが「リスクの拡散」です。  

インテルはMPU（マイクロプロセッサー）の  

「欠陥」を指摘したネットの声を無視しこ製品  

誰もが世界に一博報々発信できる時代は、裏  

を返せば、情報が内部告発者などを通じて組  

織の壁を破ることを意味します。企業が世界  

の企業とつながり、大幅なコストダウンを実  

現できるなら、その分、リスクの連鎖も頭に  

入れる必要があるでしょう。現実に、SCMが  

普及した結果、いま、ハイテク企業は在庫の  

膨張で、世界同時不況の様相を呈しています。  

自社の在庫管理が万全であっても、「辺境の企  

業」の判断ミスに足をすくわれる可能性が現  

実になってきたわけです。   

変化が常態化する時代には、リスクを遮断  

することはできません。自ら要塞に「閉じこ  

もり」を決めこんでも、大阪夏の陣で城内に  

てつ 金銀財宝を抱えて沈んだ、「豊臣家」の轍を踏  
む。ITへの幻想は剥げ落ちましたが、IT抜  

きで明日の企業経営はありません。本稿の結  

論は1つ。「今こそITを語れ」です。  
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